
引
所
、
日
本
商
品
先
物
取
引
協

会
か
ら
毎
回
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
委
託

者
未
収
金
発
生
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
た
め
の
証
拠
金
制
度
の
運

用
手
法
で
す
。

説
明
会
で
は
、
（1）
現
行
の
証

拠
金
制
度
で
可
能
な
こ
と
と
、

（2）
証
拠
金
制
度
の
弾
力
的
運
用

に
関
し
て
取
引
所
に
確
認
し
た

内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
説
明
し

た
。

［1］
現
行
の
証
拠
金
制
度
に
お

い
て
可
能
な
こ
と

現
行
の
受
託
契
約
準
則
で

は
、
取
引
本
証
拠
金
の
額
は
取

引
所
が
定
め
た
額（
取
引
本
証

拠
金
基
準
額
）以
上
の
額
を
受

託
会
員
が
定
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
取

引
追
証
拠
金
は
、
受
託
会
員
が

定
め
た
本
証
拠
金
額
に
か
か
わ

ら
ず
、
取
引
本
証
拠
金
基
準
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
値
洗
損

失
が
生
じ
た
と
き
に
必
要
と
な

る
。受

託
会
員
が
基
準
額
以
上
の

本
証
拠
金
額
を
定
め
た
と
き

上
場
は
、
日
本
農
業
の
市
場
経

済
化
の
象
徴
で
も
あ
る
」と
分

析
し
て
い
る
。

そ
し
て「
大
事
な
の
は
市
場

に
背
を
向
け
る
の
で
な
く
、
市

場
を
取
り
込
ん
だ
農
業
改
革
の

速
度
を
上
げ
る
こ
と
だ
」、「
認

め
る
方
向
で
再
考
を
求
め
た

い
」と
主
張
し
て
い
る
。

読
売
新
聞
は
４
月
11
日
付
の

経
済
面
特
集
記
事
で
、「
卸
売

業
者
、
小
売
り
、
外
食
産
業
や

大
規
模
農
家
な
ど
の
多
く
は
、

価
格
変
動
の
危
険
を
避
け
て
、

安
定
的
な
収
入
を
見
込
め
る
よ

う
に
な
る
と
し
て
、
先
物
取
引

の
導
入
に
前
向
き
だ
。
市
場
の

自
由
な
取
引
で
透
明
性
の
高
い

指
標
価
格
が
決
ま
り
、
農
家
や

販
売
業
者
の
経
営
判
断
の
助
け

に
も
な
る
」と
解
説
し
、「
不
認

可
理
由
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
分

か
り
や
す
く
、
説
得
力
の
あ
る

説
明
が
求
め
ら
れ
る
」と
締
め

く
く
っ
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
と
関
西
商
品
取
引
所
が
農
林
水
産
省

に
申
請
し
た
コ
メ
の
試
験
上
場
は
４
月
12
日
に
最
終
的
に
不
認
可
が
決
ま
っ

た
。
こ
の
コ
メ
上
場
問
題
は
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
も
高
く
、
主
要
全
国
紙
が
い

ず
れ
も
不
認
可
に
は
否
定
的
な
見
方
の
記
事
を
掲
載
し
、
東
穀
取
は
抗
議
文

と
反
論
文
を
提
出
、
関
西
商
取
は
上
場
に
向
け
た
再
ス
タ
ー
ト
の
意
味
を
込

め
た
特
別
講
演
会
を
催
し
た
。

決
意
を
有
す
る
こ
と
を
表
明
す

る
」と
結
ん
で
い
る
。

反
論
で
は
、「
コ
メ
政
策
の
中

核
を
な
し
て
い
る
生
産
調
整
へ

の
参
加
意
欲
が
低
下
し
て『
コ

メ
生
産
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
』と
の
判
断

は
、
明
ら
か
に
日
本
の
コ
メ
の

全
体
需
給
の
均
衡
と
米
価
安
定

の
実
現
を
目
的
と
す
る
全
体
政

策
と
、
個
々
の
生
産
者
の
経
営

安
定
を
目
的
と
す
る
個
別
経
営

対
策
を
混
同
し
た
も
の
で
あ

り
、
基
本
的
に
納
得
で
き
る
も

の
で
は
な
い
」
と
解
説
し
て
い

る
。関

西
商
品
取
引
所
は
、
４
月

28
日
午
後
５
時
30
分
よ
り
大
阪

市
西
区
新
町
の
大
阪
厚
生
年
金

会
館
ウ
ェ
ル
シ
ティ
大
阪
に
お
い

て
コ
メ
特
別
講
演
会
と
懇
親
会

を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
商
品
取
引
員
や
コ

メ
当
業
者
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
67

名
。
依
然
と
し
て
根
強
い
関
心

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

岩
村
信
同
取
理
事
長
は
、
コ

メ
上
場
不
認
可
に
つ
い
て「
決

し
て
上
場
を
断
念
す
る
も
の
で

は
な
く
、
引
き
続
き
早
期
上
場

に
向
け
て
努
力
を
傾
注
す
る
」

と
所
信
を
披
露
。

第
１
部
の
講
演
は
、
大
阪
市

情
報
と
投
資
資
金
が
集
積
さ
れ

る
厚
み
の
あ
る
先
物
市
場
が
必

要
な
時
代
に
入
っ
た
」
と
し
、

「
我
々
は
非
力
で
は
あ
る
が
、

そ
の
主
張
は
時
代
の
要
請
に
応

え
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
、

実
現
に
向
け
て
挑
戦
し
続
け
る

全国6商品取引所の4月の月間出来高は前月比2.8％増
え、前年同月比でも4カ月ぶりにプラスに転じた。金、白
金、銀、パラジウムが好調な商いを続け、3月に2位に後
退した金がすぐに1位に復帰した。
農産品では、Non-GMO大豆、粗糖の商いが好調。一

方で、大豆ミール、ブロイラー、鶏卵、冷凍えびは低調。
取引所別では、東工取が前年同月比55.3％増、1～4

月でみて26.2％増のほかはいずれもマイナス。
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全国商品取引所出来高
4月、前年同月上回る、金が1位復帰

３
月
28
日
に
中
川
昭
一
農
水

相
が
認
可
し
な
い
意
向
を
表
明

し
た
の
を
受
け
て
、
翌
29
日
付

朝
日
新
聞
は
経
済
面
で「
先
物

取
引
の
認
可
は
コ
メ
価
格
の
乱

高
下
を
抑
え
て
、
流
通
業
者
だ

け
で
な
く
、
消
費
者
の
利
益
に

も
つ
な
が
る
と
い
う
見
方
も
あ

っ
た
だ
け
に
、
農
水
省
の
相
変

わ
ら
ず
の『
農
協
偏
重
』の
姿
勢

に
は
批
判
が
出
そ
う
だ
」と
報

じ
た
。

31
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
は

「
コ
メ
先
物
市
場
を
な
ぜ
認
め

な
い
か
」と
題
す
る
社
説
を
掲

げ
た
。
そ
の
中
で
、「
コ
メ
市
場

再
開
の
動
き
の
背
景
に
は
政
府

の
硬
直
的
な
食
糧
管
理
政
策
の

破
綻
で
コ
メ
市
場
に
も
価
格
変

動
の
波
が
押
し
寄
せ
、
卸
売
業

者
や
外
食
産
業
な
ど
需
要
家
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
主
食
で
、
最
大
の
農
産
物

で
あ
る
コ
メ
の
先
物
市
場
へ
の

な
ぜ
認
め
な
い
の
か

立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

松
島
正
博
教
授
に
よ
る
「
コ
メ

政
策
の
方
向
性
と
流
通
事
情
」

で
、
う
る
ち
米
流
通
の
現
状
を

説
明
し
た
あ
と
、
卸
売
業
者
だ

け
で
な
く
生
産
者
団
体
の
集
荷

や
販
売
に
も
価
格
変
動
リ
ス
ク

挑
戦
し
続
け
る
決
意

先
物
協
会
は
４
月
25
日
、「
新
会
社
法
に
伴
う

商
品
取
引
所
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
及
び
証

拠
金
制
度
の
弾
力
的
運
用
に
係
る
説
明
会
」
を

東
京
・
大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
で
開
い
た
。

約
２
６
０
人
が
出
席
し
、
主
務
省
、
関
係
団
体
、

取
引
所
の
担
当
者
か
ら
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て

熱
心
に
説
明
を
聞
い
た
。

ま
ず
、
先
物
協
会
の
市

場
振
興
戦
略
会
議（
４
部

会
で
構
成
）の
委
員
長
を

務
め
る
多
々
良
實
夫
・
豊

商
事
社
長
が
こ
の
説
明
会

の
趣
旨
な
ど
に
つ
い
て
挨

拶
し
た
。
要
旨
は
次
の
通

り
。２

０
０
４
年
秋
ご
ろ
か

ら
売
買
高
の
減
少
が
目
立

ち
は
じ
め
、
昨
年
５
月
の

改
正
商
取
法
の
施
行
に
よ

る
規
制
強
化
の
影
響
な
ど

で
さ
ら
に
減
少
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
流
動
性

確
保
の
た
め
に
実
務
的
な

観
点
か
ら
対
応
策
を
検
討
す
る

た
め
市
場
振
興
戦
略
会
議
を
設

け
、
す
ぐ
に
や
れ
る
こ
と
と
、

中
長
期
的
課
題
と
に
分
け
て
昨

年
10
月
か
ら
検
討
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

そ
の
会
合
に
は
主
務
省
、
取

は
、
基
準
額
を
超
え
る
額
は
あ

く
ま
で
も
取
引
本
証
拠
金
の
一

部
で
あ
る
た
め
、
追
証
拠
金
に

は
充
当
で
き
ず（
追
証
拠
金
は

別
途
請
求
す
る
）、
建
玉
を
最

終
的
に
決
済
す
る
ま
で
の
担
保

が「
厚
く
」と
な
る
こ
と
か
ら
、

無
担
保
未
収
金
の
発
生
防
止
策

と
し
て
有
効
と
な
る
。

［2］
証
拠
金
制
度
の
弾
力
的
運
用

委
託
者
保
護
の
観
点
か
ら
委

託
者
に
対
し
て
早
期
に
損
失
の

認
識
を
促
す
と
と
も
に
、
未
収

金
発
生
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
目

的
で
、
委
託
者
と
の
間
の
合
意

に
基
づ
い
て
以
下
の
内
容
の

「
特
別
の
契
約
」
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

①
値
洗
損
失
が
取
引
本
証
拠

金
基
準
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
前
の
一
定
水
準
に
達
し
た
と

き
（
例
え
ば
３
分
の
１
を
超
え

た
と
き
な
ど
）
に
追
加
の
証
拠

金
の
預
託
を
請
求
で
き
る
こ

と
。②

預
り
証
拠
金
か
ら
値
洗
損

失
を
差
し
引
い
た
額
に
つ
い

て
、
取
引
本
証
拠
金
基
準
額
の

が
発
生
し
て
く
る
と
言
及
。
今

回
の
不
認
可
理
由
と
な
っ
た
生

産
調
整
と
先
物
取
引
と
は
対
立

し
な
い
、コ
メ
価
格
セ
ン
タ
ー
の

改
革
案
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て

も
自
由
市
場
の
先
物
取
引
は
絶

対
に
必
要
だ
と
総
括
し
た
。

本
証
拠
金
額
を

「
厚
く
」
設
定

東京穀物商品取引所

説明会場風景

マ
ス
コ
ミ
、不
認
可
に 

否
定
的

否
定
的 

否
定
的 

東
穀
取 

は
抗
議
文
提
出 

関
西
商
取 

は
特
別
講
演
会 

軽減 運用で未収金リスク 軽減 
委託者ごとに異なる対応可能 

先物協会 
説 明 会 

新会社法に伴う商取法施行規則 

証拠金制度の弾力的運用 

コ
メ
試
験
上
場
不
認
可
に
対

し
、
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
は

強
い
反
発
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。「
コ
メ
の
試
験
上
場
に
関
す

る
農
水
省
の
決
定
に
対
す
る
東

穀
の
決
意
表
明
」と
題
す
る
抗

議
文
と
、「
コ
メ
先
物
市
場
と
生

産
調
整
の
関
係
に
対
す
る
誤
解

に
つ
い
て
」の
タ
イ
ト
ル
で
、
農

水
省
の
不
認
可
理
由
へ
の
反
論

を
作
成
、
４
月
25
日
、
農
水
省

に
提
出
し
た
。

抗
議
文
で
は
、「
ヘ
ッ
ジ
需
要

を
何
時
で
も
安
い
コ
ス
ト
で
受

け
止
め
る
た
め
に
は
東
穀
取
の

よ
う
な
歴
史
的
伝
統
と
膨
大
な

【
３
面
に
つ
づ
く
】

柔
軟
な

追
加
預
託
請
求
等


